
気候変動に伴う海岸保全基本計画の見直しについて 【海岸保全基本計画とは】

「鳥取沿岸海岸保全基本計画」から抜粋
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気候変動に伴う海岸保全基本計画の見直しについて
【気候変動を踏まえた海岸保全基本計画の改定概要】

（引用元：国土交通省「気候変動を踏まえたあり方検討委員会の提言」（概要）

○海岸保全を過去のデータに基づきつつ気候変動による影響を明示的に考慮した対策へ転換するため、令和２年１１月に海岸保全基本方針が変更された。
○海岸保全基本方針に基づく海岸保全基本計画についても、有識者や国の助言を頂きながら令和７年度を目標に海岸保全基本計画の改定を行う予定。
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鳥取沿岸の海面上昇量

RCP2.6(5%～95%不確実性幅)
RCP8.5(5%～95%不確実性幅)
RCP2.6(中央値＋3σ)
RCP2.6(中央値＋2σ)
RCP2.6(中央値)
RCP8.5(中央値＋σ)
RCP8.5(中央値)
RCP8.5(中央値－σ)

出典：令和3年度中国地方技術研究会_由良川における塩水遡上対策について

RCP8.5（0.86m）
追加的な緩和策を取
らなかった世界

RCP2.6（0.42m）
パリ協定の2℃目標が達成
された世界

【気候変動による海面上昇】
・2100年における日本沿岸の平均海面水位は、20世紀末に比べ2℃上昇シナリオで0.39m、4℃上昇シナリオで0.71mの上昇が予測されている。
・その中で鳥取沿岸の平均海面水位は、日本沿岸の予測値を超える0.42m（2℃上昇シナリオ）、0.86m（4℃上昇シナリオ）が予測されている。

気候変動に伴う海岸保全基本計画の見直しについて 【気候変動に伴う海面上昇量の予測】

2℃上昇シナリオによる予測
(パリ協定の2℃目標が

達成された世界)

4℃上昇シナリオによる予測
(追加的な緩和策を
取らなかった世界)

出典

日本沿岸の
平均海面水位

約0.39ｍ上昇（0.22m～0.55m） 約0.71m上昇（0.46m～0.97m）
日本の気候変動2020-大気と陸・海洋に関する
観測・予測評価報告書-世界の平均

海面水位
約0.39ｍ上昇 約0.71m上昇

鳥取沿岸の
平均海面水位

約0.42m上昇 約0.86m上昇
令和3年度中国法技術研究会_由良川における塩
水遡上対策について



2021年 150.0㎝

1932年 125.8㎝

気候変動に伴う海岸保全基本計画の見直しについて 【鳥取沿岸における海面上昇の実態】

【年平均潮位（境水道）】
○気象庁の潮位資料から、年平均潮位は観測記録のある1932年の125.8cmに比べて、2021年は24.2cm上昇して150.0cmを記録
○日本海沿岸の近傍の観測所（西郷、舞鶴）においても、境と同様の傾向

＋24.2㎝




